
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目別の評価と改善策 

Ⅰ園の基本姿勢について 

・令和 6 年度は 1 歳と 2 歳の人数が 4 月から安定してきている為 1 名職員を採用し、各クラス 2 名の職員配

置にした。ひとり一人の人格を尊重するべき保育の仕方を模索しながら、当園の保育について語り合うこと

ができてきた。 

Ⅱ保育所保育指針 

第1章 総則 

・保育所の役割として、子どもの最善の利益を守るため家庭と連携を取り、安心できる園を目指した。 

・保育計画は ICT を活用し自園の保育内容に適したものに書式を作成し定着してきた。 

・0 歳から 2 歳のまだまだ人の手が必要な子どもたちの健康・情緒の面では、家庭環境も大きく個別の対応

が特に必要だった。 

第2章 保育の内容 

・1.2 歳の人数が安定し、クラスごとで行う活動も増えた。情緒が不安定だったり集団での活動が難しい児に

は、職員が 1 人付き対応するなど臨機応変な保育も行ってきた。 

・児の気持ちをしっかり受け止め、尊重できる対応を心がけ、少しでも自分で決めるという行動ができるよ

うに声掛けなど工夫した。 

・朝の会を必ず行わなくてもよい、給食は皆がそろってから食べなくても良い等待たせる保育から少しでも

脱却できる取り組みを行ってきた。 

おやつを飲んだら遊びに出かけ、給食ができたら、部屋に入り準備出来た子から食べ始める等、子どもの意 

欲的な行動を見ることができた。 

第 3 章 健康及び安全 

・感染症（コロナ・インフルエンザ等）においては、園内の感染を防ぐ為、保護者には協力を呼び掛けた。

中には理解を得られない家庭もあったが、お休みをしていただいたことで、広がりを防ぐことができた。家

庭に支援も必要ではあるが集団での園生活も守るべきだという判断をさせていただいた。 

・アレルギー児が 1 名在籍しているが、なるべく同じ食材を提供する為、卵黄、卵白を使用していないもの

を食材に選んだ。卵のみを使用するものを少なくし、みんなと同じものが食べられる献立にするように工夫

した。 

・避難訓練は毎月行っているが想定外の訓練も入れていきたい。2024 年 8 月には「南海トラフ地震情報」

が出され、困惑したが園の防災について見直し、防災食の準備も進めた。次年度も引き続き補給していく予

定。 

・今年度 3 月に胃腸炎からの痙攣をおこした園児がおり、救急車を呼ぶということがあった。土曜日だった

が出勤していた職員はしっかりと対応していた。保護者もまだいたので一緒に状況を救急隊に話すことが

できた（。昨年度の教訓を生かし様子を動画で撮影し救急隊に見せることもできた） 

第 4 章 子育て支援 

・毎日お子さんを預かる中で各家庭の状況が見えてくるので、保護者に声をかけ、少しでも話をしてもらえ

るよう個人面談の時間を作ったりした。また、送迎時に園での出来事を話すことで、保護者の方の笑顔が見

られるのでさりげない会話を心がけていった。 

・特に 2 歳児は 4 月から違う園へ通うことになるため、保護者の心配事を受け止められるよう面談を行っ

た。連携園へは 1 名ずつ決まったがその他は各家庭の登園距離や保護者の働き方で決めることができた。 

第 5 章 職員の資質向上 

・キャリアアップ研修を受講し、対象となる職員の受講は完了することができた。（E ラーニングでの受講

もあったので時間を計画的に作ることができた。） 

・コドモンでの研修体制を作り、それぞれ学ぶことをした。共通して視聴する項目も作り共通理解もできた

のだと思う。その他沼津市保育士会の研修、沼津市特別保育研究会の研修などに参加し資質の向上に努力し

た。また園内でも、自園の保育の仕方や方向性について、職員間でも話し合いながら進めてきた。 

・全国保育士会のセルフチエックを行い、子どもへの声のかけ方、人権についても振り返り事故の保育を見

つめ直す機会が持てた。（結果については別紙参照） 

・園独自の取り組みとしては、家庭に寄り添い支援を行うようにし、個々に合わせた対応を心がけた。しか

し、園の方針やルールを理解されないことも有ったので説明を丁寧にした。 

・年間を通じて食育を保育の中にとりいれ、子どもたちと楽しみながら栽培やクッキングを行うことがで

きた。 

 

・来年に向けて・・・様々な家庭の状況で保育園を利用する家庭もあり、臨機応変な対応も必要とされる。

小規模保育園としての役割を常に考え、丁寧な保育を行っていきたい。また、少子化が進む中でも選ばれる

園を目指し取り組みを発信していきたい。 

 気候変化が今までと違うため行事の在り方や、日程を検討していく。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


